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＜連絡事項＞
特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・田中　敬様～東病棟Bユニット3号室へ医療保護入院となる。

【退院】
・伊藤　誠様～9：00自宅退院となる。

＜患者様連絡事項＞
・鈴木　和則様～不眠時ブロチゾラムOD錠7回分処方あり。

[bookmark: _GoBack]・赤石　陽介様～グリセリン浣腸60ml1本処方。

・橋本　キヨエ様～モニター管理指示受け。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放後他室侵入しようとしており、スタッフ介入要す。自室では脱衣行為みられるが不潔行為なく静穏に過ごされる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。	

・澤口　利香様～終日隔離中。朝食不食、昼食全量摂取。入浴出来ている。12：15、14：15不穏時レボトミン(50)1T内服。操作的な言動や不穏行動なし。自傷他害行為に至らず静穏に経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小林　辰夫様～身体拘束中。身体拘束一時解除にて様子観察継続、ベット上離床する様子あるも
危険行動無く経過。ルートトラブル無し。バイタルサイン特変なし。拘束部位の循環障害無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～身体不調訴え無く他者へ対する被害念慮訴え無し。余暇時間は概ね自室にて臥床し過ごされている。

＜入院患者情報＞
時　　間：令和5年12月9日　10：26
　氏　　名：田中　敬（たなか　けい）様
　生年月日：昭和29年4月2日（69歳）
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr.　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット
　
　＜経過＞
　　当院2回の入院歴あり（最終R4.5.18～R4.11.2）。
　　退院後は定期通院を継続していたが、飲酒は再開し
　ていた。R5年7月頃より転倒し、擦過傷や打撲痕が多
　くなってきている。飲酒回数や飲酒量も増加し、破行
　や記憶の曖昧さが見られていた。同年11/16十和田中
　央病院に緊急入院となることや転倒を繰り返している
　こと、服薬管理が出来ない、車の事故が多い等の状態
　が続いており、自宅での生活が困難になって来ている。
　　R5.12.9環境調整・アルコール依存症治療プログラ
　ム目的にて入院予定となる。

